
本に囲まれて、「暮らす」ように滞在。
国内外の良書２万冊を集めたブックホテル『箱根本箱』を

2018年春にOPEN。
「本との出会い」のあり方を考える。

　本に囲まれて、「暮らす」ように滞在。国内外の

良書２万冊を集めたブックホテル『箱根本箱』を

2018年春にOPENします。この施設は、日本出版

販売株式会社が箱根強羅温泉に所有する保養所『あ

しかり』を全面リノベーションするもので、「本箱」

という名称は「本」と「箱根」を掛け合わせたもの。

“本離れ”が進む社会のなかで、“本との距離がぐっ

と縮まる”“本と一緒に暮らしたくなる”ような様々

な仕掛けを「箱」に散りばめています。

　施設内にはブックホテルだけでなく、ブックス

トア、レストラン＆カフェ、ショップ、コワーキ

ングスペースなどを備え、宿泊者はもちろん、宿

泊以外のお客様も本に囲まれながらゆったり時間

を過ごすことができます。中核となるホテルの客

室数は19室。うち18室に温泉露天風呂を備え、半

数以上の客室からは大文字焼で有名な明星ヶ岳や

金時山などの箱根外輪山を望みます。

  『箱根本箱』の所在地は、中強羅駅から徒歩4分

という利便性の良い場所。近くには多数の保養所

や旅館・ホテルがあり、中強羅一帯の活性化にも

寄与すると考えています。

　本のディレクションは日販によるBOOKディレ

クションを手掛ける新ブランド『 YOURS BOOK 

STORE 』が担当。新刊、古書、洋書あわせて約

２万冊を揃える予定です。

　なお、施設全体のプロデュース＆ディレクショ

ンは、新潟県南魚沼市のライフスタイル提案型複

合施設『里山十帖』を手がける株式会社自遊人が

担当。建物の全面リノベーションの監修はもちろ

ん、ホテル、ブックストア、レストラン、ショッ

プ等のディレクションを、株式会社自遊人のクリ

エイティブディレクター、岩佐十良が行います。

　また、ホテル、レストラン＆カフェ、ショッ

プ、コワーキングスペースなどの施設運営も株式

会社自遊人に委託。クオリティーの高いフードメ

ニューとサービスをご提供いたします。



「本との出会い」のあり方を考える。

　駅前にはふらっと気軽に立ち寄れる本屋があり、

家の中には本棚がある。それは私たちにとって、

当たり前の日常の風景でした。

　「本」はさまざまな情報を媒介し、時代を超えて

伝える役割を担い、時に優しく、時に激しく社会

を動かします。私たちに知識と勇気と希望を与え、

生活に潤いを与える非常に重要な役割を担ってき

ましたが、近年は、駅前の本屋が次々と姿を消し、

家の中からも本棚が姿を消し、日常生活の中で本

と接する機会は急激に減少していきました。私た

ち日販はもちろんのこと、雑誌を発行する自遊人

も、本を取り囲む環境のめまぐるしい変化には、

大きな危機感を抱いています。

　情報の入手手段が、光の速度で飛び交うイン

ターネットやSNSに変わっていくこと。それを否

定するつもりはありませんが、広く深い大海を漂

うように「本」から情報を得ること、その機会を

失うことは、「創造性の欠如」や「文化の継承の断

絶」を招くことにつながるのではないだろうか？

　“本離れ”という単純な事象よりも、はるかに大

きな別の“何か”に対して危機感を感じています。

　そんな互いの思いに共感し合い、日本出版販売

株式会社と株式会社自遊人にプロジェクトチーム

ができたのが、2015年の夏。『箱根本箱』のプロ

ジェクトがスタートしました。

――― 本を通じて新しいライフスタイルを提案

し、未来へと文化を紡ぐ「本との出会いの空間」

を作ろう。

　東京近郊にありながら、豊かな自然を有し、文

化的な香り漂う箱根・強羅に誕生する『箱根本箱』。

駅前の本屋のように気軽に本を手に取れる空間、

本と生活が密着した心地よい空間で、「暮らす」よ

うに滞在しながら、「本」を読む楽しさ、本と向

き合う楽しさを存分に味わう。私たちの思いが詰

まった「本箱」が、約3年の年月を経て、いよいよ

2018年春にオープンを迎えます。



ブックホテルを中心とした

複合施設  『箱根本箱』

■ ブックホテル

館内全体を「書斎」ととらえた、「本のある暮らし」を提案する宿泊者専用のスペースです。
客室は全19室（洋室）。うち18室に温泉露天風呂が付くほか、各部屋にオリジナルの本棚を設置。「自宅のリ
ビングルームでくつろぐように」。さらには「バスルームでもトイレでも、いつでもどこでも」。創造的思考
を誘発する空間で、読書にふけるのはもちろん、自分の思考を整理したり、企画書を書いたり、何もしないで
ぼーっと過ごしたり。思い思いの時間をお過ごしいただけます。宿泊単価（予定） : １泊朝食 1万9000円～。

■ その他施設

「ブックストア」 「温泉」 「レストラン&カフェ」 「ショップ」 「コワーキングスペース」を併設し、いずれも日
帰りでのご利用が可能です。近隣の別荘族や旅館の利用者、観光客がふらっと立ち寄れるような開かれた場所
として存在します。 営業時間（施設により異なる）：11時～22時（予定）。

ブックストア

施設の中でも核となるのが、建物の１階にある「ブックストア」。新刊と古書、洋書あわせて約２万冊を取り
揃え、箱根では最大規模の書店となります。ブックストアの選書は、「暮らしに彩りを添える」創造的ジャン
ルの書籍に限定。「デザイン」「アート」「食」を中心に、ブックストアだけでなく、レストランやショップなど
とシームレスに「本のある暮らし」を提案します。もちろん館内に置いてある本はすべて購入可能。『箱根本
箱』は、本を単なるインテリアとして捉えるのではなく、実際に「買える」ことにこだわった施設で、日本初
の「本が実際に買える、本をコンセプトにしたホテル」です。
なお、ブックストアのコンセプト立案、選書、システム管理、VMDなど、「本」のディレクションは、日販リ
ノベーショングループによるBOOKディレクションブランド 『 YOURS BOOK STORE』が担当。ディレク
ターは、 『 YOURS BOOK STORE』より染谷拓郎が担当します。



レストラン＆カフェ

「オーガニック＆クレンジング」をテーマに、箱根近辺の食材を使った野菜中心の料理を提供いたします。近
年高まるオーガニック志向に応えるのはもちろん、増え続ける外国人観光客から要望の高い「ヴィーガン」「ベ
ジタリアン」にも完全対応します。
営業時間は12:00～21:00を予定しており、ランチからディナータイムまでの通し営業。アイドルタイムには
カフェ営業を行います。ドリンクで提供するのは、自然派ワインや自家焙煎のコーヒー、オーガニック柑橘
ジュースなど。ケーキやクッキーなどのスイーツ類もすべてオーガニックにこだわった自家製です。
山並みを楽しみながらゆったりと食事できるオープンキッチンスタイルのカウンター、プライバシーの保てる
個室、大文字焼で有名な明神ヶ岳を望むテラス席。カジュアルな雰囲気の中で、ランチ＆ディナーをお楽しみ
いただけます。アイドルタイムにはコーヒーを飲みながら、ぜひ読書を。
なお、料理のプロデュースもクリエイティブディレクターの岩佐十良が行い、シェフは『里山十帖』から派遣
される予定です。　

 ショップ

「本」を選ぶのと同じ目線で作られた空間は「暮らしの彩り」がコンセプト。「ショップ」では生活に彩りを
添える本を販売するのはもちろん、心地いい生活を約束してくれる様々なグッズや家具を販売いたします。

コワーキングスペース

その昔、作家が温泉旅館に逗留して原稿を書いたように……。箱根エリアで他にはない「コワーキングスペー
ス」としての機能も併設されます。施設内はWi-Fi 完備なので、いたるところに設置されたミニ書斎で仕事
に没頭することができます。本からインスピレーションを得て企画書を書き、考えに煮詰まったら温泉にざぶ
ん。年間パスを購入いただくと、温泉＆ドリンク無料で施設を利用可能です。

 温泉 

強羅温泉の源泉から引いた無色透明の美肌の湯と、大涌谷温泉から引いた白濁した硫黄泉の２つの泉質が楽し
めます。内湯と露天風呂を備えた男女別大浴場は源泉かけ流し。読書に疲れたらのんびりと温泉へ。もちろ
ん温泉も日帰りでご利用いただけます。

全国でも有数の温泉リゾートとして知られ、1年を通じて多くの観光客が来訪する箱根。強羅一帯は文化人や
財界人の別荘地として栄え、今でも個人の別荘や企業の保養所が多々点在するエリア。箱根の中でも、静かで
落ち着いた雰囲気が特徴です。「箱根本箱」へは、中強羅駅から徒歩４分。アクセスのよさも魅力の一つです。

■ 物件概要
施設名	 箱根本箱（ハコネホンバコ）
所在地	 神奈川県足柄下郡箱根町強羅1320-491
交通	 箱根登山鉄道 ケーブルカー「中強羅駅」徒歩4分
構造	 鉄筋コンクリート造
延床面積	 1980.61㎡
建築年月	 1996年4月25日
客室数	 全19室（スイート1室、洋室18室）
リノベーション竣工	 2018年3月（予定）



プロジェクトメンバー 

プロデュース（総合監修・企画）：株式会社自遊人　
プロデューサー：クリエイティブディレクター　岩佐十良
設計：海法圭建築設計事務所
BOOKディレクション：YOURS BOOK STORE（日本出版販売）
施設運営：株式会社自遊人（里山十帖）
事業主：株式会社ASHIKARI
設立年月日：2017年4月3日／資本金：1,000万円／代表取締役社長：富樫建／事業内容：「箱根本箱」の経営

■ YOURS  BOOK  STORE

日販のBOOKディレクションを手掛ける新ブランド。「人と本をつないでいく」をコ
ンセプトに、プランニング、プロデュース、商物流・システム整備、選書、イベント
開催など、本にまつわる様々な事業を展開。主な実績は、文禄堂荻窪店・高円寺店
のリノベーションのプランニングおよびアートディレクション、移動式本屋「BOOK 
ROUTE」の開発および各種イベント出店、企業のライブラリー製作における選書・
ブックディレクター派遣など。本の楽しみ方を広げる野外読書ブランド「OUTDOOR 
READING」の立ち上げを行い、2017年5月には株式会社スノーピーク主催の「Snow 
Peak Way 2017 PREMIUM」にて、読み聞かせイベントを開催した。

本件に関する
お問い合わせ

日本出版販売株式会社　リノベーショングループ・YOURS BOOK STOREチーム　
担当：染谷（そめや）  E-mail： someya_t@nippan.co.jp
TEL.03-6316-2115　　FAX.03-3233-4968　　
株式会社自遊人 PR チーム：窪田（くぼた）  E-mail：info@jiyujin.co.jp

■ 海法圭建築設計事務所

フライパンの扱いやすさで料理の味が変わるという手のひらサイズのものごとから、日々生活するまちがどうなってい
くべきかというまちなみサイズのものごとまでを、どちらも等しく大切な、ひとつながりの出来事ととらえて取り組む
設計事務所。現在では、タイのサービスアパートメント新築や旅館の新築、リノベーションなどに取り組んでいる。

一級建築士事務所（東京都知事登録 第58338号）／海法圭（かいほうけい）：1982年生まれ、東京大学大学院工学系
研究科建築学専攻修士課程修了。株式会社西沢大良建築設計事務所勤務を経て、2010年独立。海法圭建築設計事務所
主宰。受賞歴：2011年 Glass Architecture Competition 優秀賞、2012年 岐南町新庁舎等設計者選定設計競技 佳作 & 
第2回郡山アーバンデザインセンター•コンペティション 最優秀賞、2016年 福島県建築文化賞 優秀賞

■ 株式会社 自遊人

1989年創業、「伝える」をキーワードに多彩な活動を展開する、クリエイティブ・アソシエーション。2000年に雑誌「自遊人」
を創刊。その後、自ら製造した加工品と構築した販売網、雑誌を連動して「無添加食品ブーム」や 「天然醸造味噌＆醤
油ブーム」などを仕掛けたほか、  2014年には新潟県大沢山温泉に「里山十帖」をオープン。商品や宿泊施設、レストラ
ンを「リアルメディア化」するという手法で注目を集める。業務内容もブランディング、コンサルティングからレスト
ラン列車のプロデュースと多彩。ディレクション＆デザインだけでなく、自社でも手がける「地に足付いた」活動が特徴。

岩佐十良（いわさとおる）：株式会社自遊人 代表取締役、クリエイティブ・ディレクター 。1967年、東京・池袋生ま
れ。武蔵野美術大学でインテリアデザインを専攻。在学中の1989年にデザイン会社を創業し、のちに編集者に転身。
2000年、温泉や食に関する記事が人気の雑誌「自遊人」を創刊。受賞歴：2014年グッドデザイン賞BEST100・中小
企業庁長官賞（里山十帖）、2015年シンガポールグッドデザイン賞（里山十帖）、2015年グッドデザイン賞（新潟伝統
織物・亀田縞保存プロジェクト）。2016年には食のプロデュースを行ったレストラン列車、えちごトキめき鉄道「雪
月花」が数々の賞を受賞。現在、グッドデザイン賞審査員、フォーカスイシューディレクター。


